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長
崎
さ
る
く
博
の
準
備
状
況
と
本
番

へ
の
決
意
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

長
崎
さ
る
く
博
の
根
幹
と
な
る
コ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
魅
力
的
な
42
の
コ
ー
ス
が

設
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
マ
ッ
プ
等

も
市
内
各
施
設
へ
の
設
置
が
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
約
500
人
の
さ
る
く
ガ
イ
ド
と
約

200
人
の
さ
る
く
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
が
完
了

し
、
市
民
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
に
つ
い
て
も
約

100
人
が
誕
生
し
て
い
る
。
次
に
、「
長
崎
通

さ
る
く
」
の
受
付
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
ガ

イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
７
箇
所
、
現
地
集
合
場

所
６
箇
所
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
１
箇
所

を
設
置
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
崎
さ
る
く

博
の
開
催
告
知
と
賑
わ
い
を
演
出
す
る
装
飾

に
つ
い
て
は
、
各
コ
ー
ス
に
誘
導
フ
ラ
ッ
グ

を
設
置
し
た
ほ
か
、
主
要
幹
線
道
路
に
も
フ

ラ
ッ
グ
を
、
駅
や
空
港
に
は
の
ぼ
り
や
電
照

看
板
等
を
設
置
し
て
、
効
果
的
な
周
知
に
努

め
て
い
る
。

ま
ち
歩
き
を
核
と
し
た
こ
の
取
り
組
み

は
、
全
国
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
成
功
に
向
け
て
最
大
限
の

努
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
収
集
業
務
の
効
率
化
と
民
間
委

託
推
進
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

第
四
次
行
政
改
革
大
綱
に
お
け
る
ご

み
収
集
部
門
で
の
目
標
と
し
て
、
直
営
収
集

体
制
の
効
率
化
と
民
間
委
託
の
推
進
を
二
本

の
柱
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
ず
、
直
営
収
集
体
制
の
効
率
化
に
つ
い

て
は
、
一
班
当
た
り
の
収
集
基
本
人
員
を
３

人
か
ら
２
人
に
、
収
集
班
数
を
66
班
か
ら
55

班
に
縮
小
、
さ
ら
に
予
備
車
運
転
士
制
度
の

廃
止
な
ど
に
よ
る
73
人
の
人
員
削
減
に
つ
い

て
は
、
職
員
組
合
と
の
協
議
が
整
い
、
本
年

４
月
か
ら
新
た
な
直
営
収
集
体
制
を
構
築
し

た
。次

に
民
間
委
託
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
平

成
17
年
４
月
か
ら
、
初
め
て
市
内
南
部
地
区

の
一
部
に
お
い
て
、
民
間
委
託
方
式
に
切
り

替
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
合
併
に
よ
り
新

た
に
市
域
と
な
っ
た
地
域
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
よ
り
民
間
委
託
方
式
で
行
っ
て
お
り
、

旧
市
内
に
お
い
て
も
、
よ
り
一
層
の
民
間
委

託
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

中
心
市
街
地
や
主
要
観
光
地
な
ど
、
早
期
収

集
を
要
す
る
地
域
や
民
間
事
業
者
に
よ
る
効

率
的
な
収
集
が
期
待
で
き
る
地
域
に
つ
い

て
、
段
階
的
に
民
間
委
託
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

新
市
立
病
院
建
設
に
向
け
て
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

新
市
立
病
院
の
機
能
に
つ
い
て

は
、
第
一
に
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の

機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
、
第
二
に
地
域
医
療

の
将
来
を
担
う
優
秀
な
医
師
を
育
成
す
る
研

修
指
定
病
院
と
し
て
の
機
能
充
実
、
第
三
に

近
年
各
地
で
発
生
し
て
い
る
各
種
災
害
に
も

十
分
対
応
で
き
る
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の

機
能
、
最
後
に
結
核
・
感
染
症
な
ど
の
政
策

医
療
に
係
る
諸
機
能
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
病
院
機
能
を
効
果
的
に
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
相
応
の
病
床
数
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
医
療
需
要
を

踏
ま
え
て
、
新
市
立
病
院
の
病
床
数
に
つ
い

て
は
、
450
床
規
模
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し

て
い
る
。
な
お
、
新
市
立
病
院
の
病
床
規
模

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
長
崎
地
域
医
療
圏
の

医
療
動
向
を
的
確
に
判
断
し
、
将
来
の
本
市

の
医
療
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
こ
と
と
し
て

設
定
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

企
業
誘
致
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

企
業
誘
致
を
め
ぐ
る
都
市
間
競
争
が

激
し
さ
を
増
す
中
で
、
他
都
市
に
対
す
る
優

位
性
を
高
め
る
た
め
に
、
昨
年
12
月
に
長
崎

市
企
業
立
地
奨
励
条
例
の
改
正
を
行
っ
た
。

そ
の
主
な
改
正
内
容
は
、
一
点
目
に
対
象
業

種
の
範
囲
を
農
業
及
び
陸
上
で
実
施
す
る
水

産
養
殖
業
へ
拡
大
し
た
こ
と
、
二
点
目
に
立

地
企
業
の
土
地
取
得
に
対
す
る
奨
励
制
度
を

新
た
に
設
け
た
こ
と
、
三
点
目
に
企
業
立
地

の
土
地
・
建
物
の
賃
借
費
用
に
対
す
る
奨
励

制
度
の
創
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。今
後
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
本
制
度
の
周
知
は

も
と
よ
り
、
県
人
会
の
会
合
な
ど
を
捉
え
て
、

積
極
的
に
本
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
本
年
４
月
か
ら
は
、
長
崎
市
地
場

産
業
振
興
・
雇
用
拡
大
推
進
本
部
を
設
置

し
、
誘
致
企
業
の
要
請
等
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
対
応
す
る
体
制
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
主
要
都
市
に
は
、
民
間
の
企
業
誘
致

協
力
員
を
置
き
、
ま
た
、
県
産
業
振
興
財
団

へ
誘
致
担
当
職
員
２
名
を
派
遣
す
る
こ
と
に

よ
り
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

産
炭
地
域
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。産

炭
地
域
基
金
は
、
県
の
出
資
団
体

で
あ
る
7
長
崎
県
産
炭
地
域
振
興
財
団
が
管

理
運
営
し
て
い
る
が
、
本
市
に
関
係
す
る
事

業
の
う
ち
、
活
性
化
基
金
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
長

議
員

市
長
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（
代
表
質
問
）

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

一
般
質
問

3
月
定
例
会
で
は
、
3
月
7
日
か
ら

１３
日
ま
で
の
5
日
間
に
わ
た
っ
て
、
会

派
代
表
質
問
（
6
人
）
及
び
個
人
質
問

（
１２
人
）
が
行
わ
れ
、
当
面
す
る
市
政
の

重
要
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
会
派
代
表

質
問
及
び
個
人
質
問
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
会
派
ご
と
に
1
項
目
か
ら
3
項
目

ず
つ
計
２８
項
目
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

●
長
崎
さ
る
く
博
’０６

●
ご
み
収
集
業
務

●
新
市
立
病
院
建
設

自
由
民
主
党

●
企
業
誘
致
対
策

●
新
市
域
の
振
興
策

ガイドステーション
（JR長崎駅かもめ広場）


